
議会報告会 

平成２７年１１月１０日（火） 



民生常任委員会の構成 
 委員定数：８ 

 所管事項：健康福祉部、こども育成部 

 委員氏名：委員長・下野 巖、副委員長・青木順子 

      大野幾子、畑中 剛、米川勝利 

      安孫子浩子、河本光宏    （欠員1） 
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１．福祉行政について 

２．保健医療行政について 

３．子育て行政について 
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佐賀県鳥栖市 ５月１８日（月） 

 子育て支援総合コーディネーターについて 
 

佐賀県佐賀市 ５月１９日（火） 

 おたっしゃ見守りネットについて 
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佐賀市「おたっしゃ見守りネット」事業

を中心テーマとした“高齢者施策全般に

ついて” 
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 佐賀市は、安心して生活できる環境づくりのた

め、高齢者の孤独死などを防止しようと、民間事
業者の協力を得て「おたっしゃ見守りネット」事
業に取り組んでいる。 

これは地域の人間関係が希薄になる中、官民連携
の取り組みとして市が協力を呼びかけ、日常生活
や事業活動の中で高齢者を見守り、異変を早期に
発見し報告してもらうという地域を挙げての事業
である。そして、高齢者の見守りについて、市域
全体で意識が高まることを目指すというものであ
る。 
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予算を掛けずに沢山の見守りの目がある
ことは、よい取り組みである。 

高齢者の方がよく行かれるところが、協
力事業者として登録して頂ければ素晴ら
しい。 

事業者の業務の負担にならない範囲で、
何か情報があった時につないでいくのは
いい見守りのシステムである。 

「おたっしゃ見守りネット」というネー
ミングが、わかりやすくて親しみやすい 
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警察、消防署、社会福祉協議会、行政機
関等と連携され、１つになっている。み
んなが情報を共有しやすい。 

見守りを念頭に置いて、倒れているかも、
認知症かも、虐待かもという観点で、話
を進めると、いいもの、いい形ができる
のではないか。 

見守りに協力していただいている事業所
をPRし、伝えることもできる。 
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いろんな事業者が入るのは大きな強味であ
り、茨木市も検討していけたらいい。 

見守りの必要性、重要性、意義を文書にし
ている自治体があり、佐賀市でも、見守り
例を具体的に書いてある。市民の皆さんに
わかってもらえるように、見守りに関する
内容を整理してまとめておく必要があると
考える。 
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専門的な相談、チーム的なものを１つ構築し
ていったらいいと思う。 

連絡する窓口を一本化するのがいい。 

佐賀市の包括支援センターの活用を参考に、
茨木市でも包括支援センターを核に相談する
共通の理解ができるとよい。 

新たなものをつくるというのではなくて、今
ある中で、いろんな業者さんも一緒に協力し
てもらえるよう、もう少し呼びかけてもらえ
たらいい。 
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市の広報誌などを使いながら、こういう
ときにはここへ連絡してくださいという、
広報的なものも必要ではないか。 

新聞、郵便配達、宅配業者を担当者が訪
問しながら、もし何かお気づきのことが
あれば、この専用のところにご連絡くだ
さいということは、佐賀市を見習って、
登録の前段階としてできるのではないか。 
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市として、情報をいろいろな形で提供は
しているが、なかなか皆さんに認識して
いただいていないと思う。広報の仕方や
媒体についての考え方を市に聞きたい。 

理解というのは知ることから始まるので、
知ってもらう機会をどうつくっていくか
ということが一番大事と思っている。 
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高齢者に関しては、いろんなパンフレットや
チラシがたくさんつくられ、窓口等に置いて
あるが、それがどれだけ皆さんのところに届
いているかという課題がある。 

冊子をつくるというよりは、知ってもらう機
会をどうつくっていくかということを苦心し
ていくことが大事ではないかと感じる。 

「佐賀市おたっしゃ見守りネット」ように、
会社や事業所等の中で見守りの教育をしても
らうだけでも、広報の効果はあると思う。 
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認知症徘回の予防、介護予防、健康寿命の延
伸などに重点を置いて健康づくりを進めて行
く必要がある。 

特定健診と保健指導を早期に実施して、どん
な体の人が、どんな状態の人が、どんな病気
を患って悪化しているのかという分析も進め
ていくべきである。 

認知症対策は喫緊の課題であり、たくさんの
人に知っていただいて協力していただけるよ
う、佐賀市の取り組みやすさは参考になる。 
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 見守り等について、茨木市の現状を聞く機会を
つくっていただけたら、ありがたい。 

 茨木市内などで、見守り事業を行っている会社
で、情報をどこにつなぐか等を社内ではどのよ
うに進められているのか知りたい。また、市の
配食サービス事業で得られた情報はどこにつな
がれているのか。 

 茨木市の認知症の認知症初期集中支援チームを
設置するということであるが、本人が認知症で
あるということを認めない場合、放置されない
よう、そのチームがどんなふうにかかわるか、
本人や家族の接触等、現状を知りたい。 

16 



現状の市の高齢者見守りについて、担当課を
交えて確認したい。 

情報の伝達方法、各症状によっての連絡基準
の考え方についても、市の現状を確認したい。 

情報を受ける窓口を１つにまとめることがで
きないか。 

情報を提供していただく方に負担をかけない
ような情報提供の依頼の形式と、現状の制度
をうまく利用できないか。 

情報提供のあり方を工夫できないか。 
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担当課：福祉政策課、高齢者支援課 
 

地域福祉ネットワーク、CSWの配置 

福祉まるごと相談会 

プラットホーム事業 

地域見守りの地域包括支援センター 

認知症の取り組み 

はつらつパスポート 

総合保健福祉計画 
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高齢者の見守りの現状 
健康福祉セーフティネットワーク(いきいきネット)、

福祉まるごと相談会、民生児童委員による見守り、地
域ケア会議などがある 

情報の伝達方法、健康福祉セーフティネッ
トワークの参加事業者について 
地域の店舗などで把握している高齢者の情報を直接いきい
きネットにつなぐようなところまで連携は進んでいない。
今後CSW協議会の話題にしていく。事業者との連携につい

ては、大阪府も連携を進めているので、それが確立されれ
ば進めやすい 
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 見守りとは何かを規定したものはあるのか？ 

 見守りの定義を明文化したものはまだない 

 認知症初期集中支援チーム、認知症見守りネット
ワーク 

 4月から準備を始め、10月にスタートの予定 
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見守りのポイントは明確になってい
ない 

大阪府より、「自治体における民間
事業者との高齢者施策推進のための
協定締結について」の調査があり、
大阪府も連携を推進している 

認知症初期集中支援チームは１０月
に設置 
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見守りと情報提供について、幅広い民
間事業者との連携を強化すること 

市民全体の取り組みとして広がること
を目指して、見守りのポイントを明確
にし、連絡先も含め市民に分かり易く
伝えること 

地域包括支援センターの親しみやすい
愛称化を図ること 
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議員間討議による最終的な合意を「政策提
言」としてまとめる 

委員長から議長に提出（平成27年9月28日） 
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